
 

白鳥が黒鳥となる夜明け時 松田

第六十九回フォト句優秀作品（２９年１月１０日）
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自由題寸評： 
１）裏山の初雪に目をみはる朝         中村 晃也 
 前景の暗い民家と裏山の明るい雪景色の対比が面白い 
 
２）ほかされて天に目を剥く獅子頭       中村 晃也  
 ひと仕事終えて、主人は飲みにいった。が、路傍に置き去りにされた悲哀。 
 
３）赤字だと住民切り捨てジェイ・アール    大月 和彦 
 北海道のＪＲ支線は軒並み赤字。住民は大迷惑。寒い感じがよく出ている。 
 
４）初夢や地から湧き出す雪見酒         三 春 
 流れているモノを見ると直ぐに酒に見えてくる作者の心情。 
 
５）枯葉散り無骨な友の温かさ         清水 勝 
 秋も深まると、古い友人を思い出す。「愛想は無かったが、いい奴だった」

などと惜しまれるような事態にはなりたくないものだ。 
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 今月は松田さんの出題。佐渡ケ島の観光たらい舟です。正月気分が抜けな

いのかこれぞという秀句がなく、票が割れて次の９句が同率首位でした。 

１）大海に一寸法師の心意気       清水 勝 

２）夫婦には凪だけでなく荒波も     下山 健夫 

３）救難もたらい回しじゃあるまいな    三 春 

４）たらい舟オナラひと吹き転覆し    池田 隆 

５）波よ来いしがみつきたや美人海女   安藤 晃二 

６）小春日やゆうらりゆらりと水夫任せ  松田 昌康 

７）死装束人食い鮫の出るを待つ     中村 晃也 

８）金銀を底に隠して密出国       新田 由紀子 

９）たらい舟なにやら哀し佐度の海    大月 和彦  

本年も楽しくやりましょう！   
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